
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほけんだより 
5月号 

新年度が始まって１ヵ月が経ちましたが、臨時休園が続き、園児の皆さんと会えない日々が

続いています。家庭で元気に過ごしていますでしょうか。５月号での「ほけんだより」では、

コロナウィルス感染拡大防止のため、咳をしているときの対応等をお知らせいたします。 

忘れ物はないですか？ 

外遊びが増えるこの季節。元気に

遊んだ後は、手洗い・うがい、汗

をかいたら着替えをします。子ど

もたちが清潔な園生活を過ごせる

ように、ハンカチ、ティッシュ、

着替え、歯ブラシ、コップなどの

忘れ物をしないよう、登園前の確

認をお願いいたします。 

爪はきれいかな？ 

子どもたちは様々な物に触れるため、爪（つ

め）の中に汚れが入ったり、伸びていると欠

けたりしてしまいます。汚れが溜まると炎症

を起こし、爪の病気になってしまうので、手

洗いで落としきれない汚れは、お風呂できれ

いに落としてあげましょう。 

また、爪が長いとどこかにひっかけてしまっ

たり、お友達を傷付けてしまうことにもなり

かねません。おうちでは定期的に切ってくだ

さるようにお願いいたします。 

咳をしている時は… 

咳は体質的なものや、治療が必

要となるもの、気管に異物が詰

まった時など、様々な原因があ

ります。咳の種類や熱、嘔吐な

ど他の症状も出ていないかをよ

く観察し、対応しましょう。 

咳がひどい時は… 

・蒸しタオルを顔の前に広げて、湯気を吸わせる。 

・室温は20℃前後に、湿度は50～60％くらいにす

る。 

・野菜スープや麦茶を少しずつ、回数を多く与え

る（刺激になるので柑橘系や冷たい物は避けま

しょう）。 

・睡眠時、クッションなどを使って上半身を高く

する。 
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ウィルス感染予防 
ウイルスは粘膜に入り込むことはできますが、

健康な皮膚には入り込むことができず表面に付着

するだけと言われています。物の表面についたウ

イルスは時間がたてば壊れてしまいます。ただし、

物の種類によっては24時間～72時間くらい感染す

る力をもつと言われています。 

  手洗いは、たとえ流水だけであったとしても、

ウイルスを流すことができるため有効ですし、石

けんを使った手洗いはコロナウイルスの膜を壊す

ことができるので、更に有効です。手洗いの際は、

指先、指の間、手首、手のしわ等に汚れが残りや

すいといわれていますので、これらの部位は特に

念入りに洗うことが重要です。また、流水と石け

んでの手洗いができない時は、手指消毒用アルコ

ールも同様に脂肪の膜を壊すことによって感染力

を失わせることができます。 


